第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成25年1月16日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


１.主題名: 日本人としての自覚(4－(9))　
２．ねらい：日本人としての自覚をもって国を愛し、自国の文化や伝統を尊重する心情を養う。
３．資料名：さよなら、ホストファミリー（自分を見つめる(あかつき)）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	外国での生活について考える。
	①外国で生活するためには、何が必要だろう。
　・言葉　・お金　・気持ち　・食べ物
　・人間関係　・その国のことを知っておく。
	【一斉・発表】
・深入りせず、自由に発言する。

	展開
	資料を読み、考える。
	②ソニアと知子がホームステイに求めていたことは、それぞれどんなことだろう。

・知子

→楽しい会話、英語でのコミュニケーション

・ソニア

→日本や日本人のことを知りたい
	【一斉・発表】

・軽く確認程度。

・二人の違いを確認する。

	
	
	③知子が日本にも良さがたくさんあると思う様になったのは、どんな気持ちからだろうか。

・ソニアがニュージーランドのことを誇らしげに言う

・ソニアに負けたくない。くやしい気持ち
	【一斉・発表】

・あまり時間をかけない。

・知子の心境の変化に注目させる。

	
	
	④日本のことをもう少し勉強してくるべきだったと思うようになったのはなぜだろう。(中心発問)
・くやしかった。（⇒なぜ？）

・ソニアのことばに自分が恥ずかしいと感じた。

（⇒なぜ？）

・自分の国のことを話せないのは恥ずかしい。

（⇒なぜ？）
	【個人・ワークシート】

　⇒【一斉・発表】

・必要に応じて【グループ】を使う。

・ソニアとの出会いによって、自国への思いを深めるようになったことを考えさせる。

	終末
	あらためて、日本の良さについて考える。
	⑤日本のよさってどんなことだろう？

・平和、治安がよい　・文化、伝統、食事　

・自然が豊か　・四季がある　・技術
	【一斉・発表】

・自由な雰囲気で発表させる。

	
	今日の授業を振り返る
	⑥心のノートｐ.136～137を読む。
	【一斉】

・日本人としての自覚を深める。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物、心のノート

６．板書計画
	　外国で生活するために必要なもの
　　・言葉　・お金　・気合い

さよなら、ホストファミリー

　ホームステイで求めていたこと
　　　　

知　子→楽しい会話、英語での会話
　　　　ソニア→日本や日本人のことを知りたい

　
日本にも良さがたくさんある
　　　　　・ソニアが自国のことを自慢する

　　　　　・ソニアに負けたくない。


　

日本のことを勉強してくるべきだった
　　・くやしかった。

・ソニアのことばに恥ずかしいと思った。

・自分の国のことを話せないのは恥ずかしい。

日本のよさって何？
　　・平和

　　・文化、伝統、食事


７．今後の改善点

　◎　生徒に自分なりの日本の特質や良さなどを考えさせる。







































教科書の挿絵


知子





ソニアや知子の絵








